
教育指導の重点



４ 社会に開かれた教育課程の実現
（１）コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の
一体的推進について

【たまなの教育】

玉名教育事務所では、令和６年度の取組のキ

ーアクションとして、「共通実践」・「取組の

検証」・「機能する組織」を設定し、各学校に

おける教育指導の充実や学校組織としてのマネ

ジメントをお願いしています。

本年度の教育活動の「取組の検証」を受け、

「組織の見直し（機能する組織づくり）」及び

新たな「共通実践事項」の設定をはじめ、計画

や準備が進んでいると思います。

ぜひ、「たまなの教育」を活用し、「組織機

能の改善及び機能強化」及び「伸びる学校」づ

くりや「瞳輝く子供」の育成、

「凜とした教職員」の姿につな

げていただきたいと思います。

３ 健康・体力の向上
（１）学校安全・防災教育の充実
（２）学校保健・保健教育・食に関する指導の充実
（３）学校体育の充実・体力の向上への取組

【目 次】

１ 「確かな学力」の育成
（１）管内における学力の実態
（２）英語・日本語教育の充実
（３）幼・保等、小、中連携の充実

２ 「豊かな心」の育成
（１）道徳教育の充実
（２）生徒指導の充実
（３）特別支援教育の充実
（４）人権教育の充実

５ その他
（１）教育の情報化
（２）環境教育の充実



【たまなの教育】

１ 確かな学力の育成
（１）管内における学力の実態

導入の工夫

展開の工夫
定着の工夫



【たまなの教育】

Ｒ６ 県学力・学習状況調査質問紙調査結果から

参考指標３の授業の内容理解については、
中学校の数学と英語での伸びが見られた。

質 問 内 容 小学校
昨年
度比

中学校
昨年
度比

参考指標１
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいましたか。

Ｒ６ 72.7％
ー

Ｒ６ 70.8％

Ｒ５ 72.7％ Ｒ５ 69.8％

参考指標２
自分の考えを発表する機会で、自分の考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。

Ｒ６ 64.6% Ｒ６ 58.9%

Ｒ５ 55.0% Ｒ５ 47.4%

参考指標３

授業の内容はよく分かりますか。 （国語）
Ｒ６ 85.4％ Ｒ６ 81.7％

Ｒ５ 86.6％ Ｒ５ 82.5％

授業の内容はよく分かりますか。 （算数数学）
Ｒ６ 80.4％ Ｒ６ 67.3％

Ｒ５ 81.2％ Ｒ５ 66.4％

授業の内容はよく分かりますか。 （英語）
Ｒ６ 78.0％ Ｒ６ 60.3％

Ｒ５ 81.0％ Ｒ５ 56.8％

参考指標２の項目は小学校、中学校ともに昨年度の数値を大幅に超えており、授業改
善における「展開の工夫」について、各学校の理解が進み改善が見られたといえる。

【令和６年度（２０２４年度）熊本県学力・学習状況調査結果より】

１ 確かな学力の育成
（１）管内における学力の実態



県平均正答率を１００とした時の各学年・教科の割合

小学校 中学校

３年生 ４年生 ５年生 ６年生 １年生 ２年生

国語 99.7 100.3 100.6 99.4 98.2 101.1 

算数
数学 99.2 100.2 101.0 98.3 97.0 105.3 

英語 95.3 94.9 

・小４国語と算数、小５国語と算数で県平均を上回る
（令和３年度小学校５／８、令和４年度小学校８／８、令和５年度小学校５／８ ）

・中２国語と数学で県平均を上回る
（令和３年度中学校２／６、令和４年度中学校２／６、令和５年度中学校２／６）

【たまなの教育】

【令和６年度（２０２４年度）熊本県学力・学習状況調査結果より】

１ 確かな学力の育成
（１）管内における学力の実態



99.8 
99.8 99.5 

100.8 

100.1 

101.1 

100.2 

100.5 

100.2 

104.5 

95.6 

98.0 

95.1 

93.0 

86

88

90

92

94

96

98

100

102

104

106

小
３
国
語

小
３
算
数

小
４
国
語

小
４
算
数

小
５
国
語

小
５
算
数

小
６
国
語

小
６
算
数

中
１
国
語

中
１
数
学

中
１
英
語

中
２
国
語

中
２
数
学

中
２
英
語

Ｒ５県学力・学習状況調査

【令和６年度（２０２４年度）熊本県学力・学習状況調査結果より】

【たまなの教育】

１ 確かな学力の育成
（１）管内における学力の実態
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Ｒ６県学力・学習状況調査

〇中１から中２への伸び

▲小５、小６から中１、中２へのつながり



-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

85.0 90.0 95.0 100.0 105.0 110.0 115.0 120.0 125.0

Ｒ５県比較 伸び
Ｂ群：県平均は超えていな
いが、前年度を上回ってい

る ２校

Ａ群：県平均を超え、前年度も
上回っている

６校

Ｄ群：県平均を超えず、前
年度も下回っている

１５校

Ｃ群：県平均は超えている
が、前年度を下回っている

１３校

前年度から
の伸び

県比較の
得点率

小学校

【たまなの教育】

１ 確かな学力の育成
（１）管内における学力の実態
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【たまなの教育】

１ 確かな学力の育成
（１）管内における学力の実態
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【たまなの教育】

１ 「確かな学力」の育成
（２）英語・日本語教育の充実

管内の現状［県学力・学習状況調査、英語教育実施状況調査より］

◎今後の取組として◎
（ア）子供の側に立った授業づくり

（子供がどこで躓いているのかを教師が正確に把握する）
（イ）言語活動を通した基礎的・基本的な知識・技能を習得

（繰り返し学習）
（ウ）小・中連携の充実

（お互いの内容及び活動を知って生かす）
（エ）「ＣＡＮ ＤＯ リスト」に基づいた評価の共通理解
（オ）授業等におけるＩＣＴ機器の活用

（キーボード入力や発音などの録音・録画など）
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【表２】令和６年度英語教育実施状況調査に係る結果について （％）

① ② ③

中３生徒数
①のうち外部検定試験を受
験したことがある生徒数

①の内、ＣＥＦＲ Ａ１レベ
ル相当以上を取得している
生徒数

R5 R6 R5 R6 R5 R6

1,164人 1,189人
943人

（81.0%)
1,051人
（88.4%)

341人
（36.2%)

332人
（31.6%)



【たまなの教育】

１ 「確かな学力」の育成
（３）幼・保等、小、中連携の充実

熊本県教育委員会ホームページより

○スタートカリキュラムを活用した学校数‥３７校（１００％）

○幼・保等、小、中連携のための連携協議会の開催回数

・市町単位での開催‥６市町すべてで開催

１回‥２市町 ２回‥３市町

４回以上‥１市町

・中学校区での開催‥１４校すべてで開催

１回‥３校区 ２回‥２校区

３回‥６校区 ４回‥３校区

○連携協議会の内容について（中学校区単位：複数回答可）

・連携・接続についての意見交換‥１４校

・連携カリキュラムの見直し‥１２校

・連携カリキュラムの活用についての話合い‥１０校

・研修会‥９校

令和６年度教育指導の反省より

今後の取組について

①幼児期の終わりから小学校入学への「円滑な接続」に向

け、「くまもとスタンダード」の配付、周知、説明会等の実

施等を行う。

②児童生徒の適切な就学指導のためにも担当だけでなく、

全職員で共通理解をする場を設ける。

③スタートカリキュラム編成のポイントを活用する。

・入学前から、実際に園等を訪問し教職員と意見交換を

行い、幼児期の子供の姿を理解する。

・園等と小学校で具体的な共通実践事項や発達段階に

応じた取組を共有する。

・期待する成長の姿を共有する。



【たまなの教育】

２ 「豊かな心」の育成
（１）道徳教育の充実

熊本県教育委員会ホームページ
道徳科における「見方・考え方」より

【道徳科における見方・考え方を働かせるとは】
様々な事象を、道徳的諸価値についての理解を基に自己を見つめ、

物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、自己（人間として）の生き

方について考えること。※括弧内は中学校

令和６年度 管内における道徳教育用郷土資料「熊本の
心」DVDBOX・平成２８年度熊本地震関連教材「つなぐ～

熊本の明日へ～」の活用状況から

小学校 中学校

資料名 熊本の心 つなぐ 熊本の心 つなぐ

道徳科の授業で活用 ３７校 ３７校 １４校 １４校

道徳科の授業以外の他
教科で活用

６校 ７校 １校 ３校

家庭や地域との連携・啓
発のための活用（学級
懇談会、学級通信、学
校便り等）

１６校 １６校 ３校 ６校

その他（読書の時間の
読み物として）

２校 ２校 ０校 ０校

今後の取組
〇すべての子供たちが自分なりの納得を得ることが
できる授業づくりを行う。
（「そうか」「なるほど」「やってみよう」）

〇「指導の意図」を明確にする。
（①内容項目②児童生徒の実態③教材の活用）

熊本県教育委員会ＨＰ 「道徳科における見方・考え方」より
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２ 「豊かな心」の育成
（２）生徒指導の充実

【たまなの教育】

【今後の取組】積極的な生徒指導の推進

〇児童生徒同士及び教職員と児童生徒が共感的で温かな人間関係を築ける、魅力ある学校・学級づくりの推進。

〇生徒指導と教育相談が一体的となった積極的・組織的なチーム支援による、児童生徒の課題等に対する未然防止・早期解消。

〇「愛の１・２・３運動＋１」。欠席１０日目までのＳＣやＳＳＷ等を含む学校内外の専門機関との確実な連携による不登校の防止及び早期対応。

〇ＳＯＳの出し方に関する教育等を充実させ、児童生徒自身が主体的にいじめの問題の解決に向けて行動できる集団づくりの推進。

〇１人１台端末の積極的活用等により、児童生徒の小さなＳＯＳの早期把握や、児童生徒がいじめを訴えやすい相談体制の整備。

管内の現状

不登校児童生徒・いじめを受けた児童生徒数・問題行動発生人数
［令和６年度定例報告（２月末現在）より］

○不登校児童生徒数は令和５年度から小学校は減少し、中学校は増加

○いじめの認知件数及び問題行動は増加

○ＳＣ・ＳＳＷの支援申請者数４０７件（前年度４１５件 前年度比－８件）
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【たまなの教育】

２ 「豊かな心」の育成
（３）特別支援教育の充実

確かな学び
自立の実現
一人一人の児童生徒の

実態に応じた
適切な教育課程の編成を

お願いします。

個別の教育支援計画の作成にあたり、保護者が参画し合意形成が図られている割合

管内：小学校９９．７％ 中学校９９．７％

（１）作成の目的
ア 障がいのある幼児・児童生徒の一人一人のニーズを正確に把握し、教育の視点から適切に対応す

るため
イ 長期的な視点で乳幼児期から学校卒業後までを通じて一貫して支援を行うため
ウ 障がいのある児童生徒等を支援するためには、児童生徒等を囲む関係者や関係機関（福祉、医療、
労働等）が連携して様々な側面からの取組が必要であることから、これらの関係機関等と連携を図る
ため

第３期くまもと「夢への架け橋」教育プランより

個別の教育支援計画の作成にあたり、保護者が参画し合意形成が図られている割合

令和７年度目標値：１００％

個別の教育支援計画の作成・活用・引継ぎに係るガイドライン（第３版）より
（令和６年（２０２４年）３月１８日付け）

個別の教育支援計画に係る今後の取組
○作成時に保護者と合意形成を図り、一人一人の児童生徒の実態に応じた適切な教育課程の編成をする。
○計画に基づく支援の見直し・改善を図るとともに、支援内容が適切であったかの評価をする。



【たまなの教育】

２ 「豊かな心」の育成
（４）人権教育の充実

推進体制の機能強化と研修の充実
○「人権尊重の精神に立った学校づくり」に向け、校長の
リーダーシップを発揮し、効果的な役割分担により人権
教育を組織的に推進できた。 【１００％】

○人権教育を通じて育てたい資質・能力を教職員で共有し
た。 【１００％】

指導方法等の工夫・改善
○人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりま
とめ〕の活用 【１００％】

○人権教育の指導方法等の工夫・改善パンフレット「実践
行動につなぐ」授業への３つのアプローチの活用

【１００％】

項目
普遍的な人権を大切にする取組
の推進、多様性や包摂性に対す
る理解及びＳＤＧsの理念の理解

自他の人権を大切にする実践的な
行動力の育成に向け、指導資料等
を活用した人権教育の授業改善

小学校
６４．９％の学校が

よく取り組んでいると回答
７８．４％の学校が

よく取り組んでいると回答

中学校
７８．６％の学校が

よく取り組んでいると回答
９２．９％の学校が

よく取り組んでいると回答

全ての教育活動を通じた人権教育の推進

【見えてきた課題】
○人権教育についての教職員の基本的認識を深めるために、研修の充実を図ること。
○児童生徒の実践的な行動力の育成に向け、人権学習の内容と方法の工夫改善を図ること。

個別的な人権課題への取組

項目
部落差別
（同和問題）

性的指向・自認
に関する人権

小学校
１００％の学校が
取り組んでいると

回答

６７．６％の学校
が取り組んでい
ると回答

中学校
１００％の学校が
取り組んでいると

回答

８５．７％の学校
が取り組んでい
ると回答

令和６年度（２０２４年度）人権教育推進状況調査から



★ 今 後 の 取 組 ★

３ 健康・体力の向上
（１）学校安全・防災教育の充実
管内の現状 【令和６年度 玉名教育事務所への交通事故等報告より】

【自転車安全利用五則】
１ 車道が原則、左側を通行

歩道は例外、歩行者を優先
２ 交差点では信号と一時停止を守って

安全確認
３ 夜間はライトを点灯
４ 飲酒運転は禁止
５ ヘルメットを着用
※令和６年１１月１日道路交通法改正

●小・中学生の交通事故等報告数は

小学校は横ばい、中学校は減少傾向

Ⅰ 安全教育・防災 Ⅱ 交通安全管理
◎学校安全計画への｢交通安全学習｣

の位置づけ。

◎「危険予測学習」の計画等への明

記と確実な実施。

◎自転車安全利用五則の指導の徹底。

◎「くまもと防災教育月間」(４月)

での防災教育取組の推進。

◎「学校防災教育指導の手引」を活

用した防災教育の実践。

◎実践的な避難訓練の複数回（３回

以上）実施。

◎交通事故等発生時のマニュアル

作成。

◎学校(登下校等)でのヘルメット

着用の徹底。

◎家庭における自転車使用時のヘ

ルメット着用の徹底｡

◎自転車保険への加入義務化の周

知徹底。

◎学校生活におけるバス利用にあ
たっての児童生徒の安全管理の
徹底。（降車時等の点呼等によ
る所在確認）

Ⅰ 安全教育・防災 Ⅱ 交通安全管理

○交通安全教室の実施。

（内容：歩行者・自転車、車の特性等)

○学校安全教育指導の手引きの活用。

○自転車点検・整備。
○通学路の安全点検・安
全確認。

１００％を目標に

【たまなの教育】

１００％実施



３ 健康・体力の向上
（２）学校保健・保健教育・食に関する指導の充実

①薬物乱用防止教室の実施。（年間１回以上の実施）

②性に関する指導の充実。 （年間計画作成、「性に関する指導（教育）リーフレット」の活用等）

③がん教育の実施。 （授業内容の確実な実施と専門家や関係機関との連携の推進）

④日常的な健康観察の実施及び結果の共有。（朝、給食前の給食当番等）

⑤インフルエンザ等に係る、日頃の学校生活での感染症防止対策の徹底。

⑥学校保健委員会の年間複数回実施。

⑦食物アレルギーに関する職員研修の確実な実施、食物アレルギー対応マニュアルの見直し。

食に関する指導の手引き

●食物アレルギーの対応について
１ 体制整備（いつでも、誰にでも起こりえるもの）

○「学校生活管理指標」の提出必須

○食に関する指導の全体計画①②の作成

○実践可能なマニュアルの整備

○エピペン等の実践的な研修など、全職員での共通理解・実践

〇事故及びヒヤリハット事例の情報収集・共有

２ 保護者との連携

保護者からの情報収集及び専門医療機関に関する情報の提供

性に関する指導リーフレット
（令和２年３月）

【たまなの教育】

★ 今後の取組 ★



管内の現状【令和６年度熊本県体力・運動能力調査、全国体力・運動能力、運動習慣等調査】

３ 健康・体力の向上
（３）学校体育の充実・体力の向上への取組

★ 令和６年度の玉名管内の状況(令和５年度全国平均（抽出）との比較)
管内の課題（５０ｍ走：共通」・「持久走：中学校」）

【たまなの教育】

①「生きる力」を育む体育・保健体育学習の充実について★｢児童生徒が主体的に運動に
取り組む｣授業づくり（「体育・保健体育指導の手引」等の活用）

②児童生徒の体力向上について★第４期熊本県教育振興基本計画の指標に「運動やスポーツ
をすることが好き」な児童生徒を増やすことを掲げる

③体育活動中の事故防止について★安全指導の徹底及び施設・設備等の点検
④感染症の予防及び感染拡大に向けた危機管理の徹底について★危機管理の徹底を
⑤中学校の部活動における地域移行について★「地域移行」から「地域展開」へ

★ 今 後 の 取 組 ★

「運動やスポーツをすることが好きな児童生徒」を増やすことで
結果として ⇒体力向上、生涯を通じた豊かなスポーツライフの実現を目指す

取組の成果
①小学校は全国平均をやや下
回るものの､中学校は平均を
上回り向上傾向（小中連携）

②授業改善だけでなく、健康教
育等を含めた、学校総体とし
ての体力向上への取組

③小体研、中体研、小体連、中
体連等の取組の充実



【たまなの教育】

４ 社会に開かれた教育課程の実現
（１）コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進について

学校と地域が目標や実情に応
じた課題を共有し、地域住民
等も学校経営に参画していく

地域住民による「学校支援」「放
課後子供教室」「地域未来塾」と
いった学校支援に加えて、学校か
ら地域への貢献活動も進めていく

【令和６年度 管内の地域住民による学校支援の割合】

［令和６年度 管内地域学校協働活動実施状況調査より］

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、

学校と地域住民・保護者等が力を合わせ連携を図り、学

校運営に協働することが可能となる「地域とともにある

学校」に転換するための仕組みです。

この制度を導入することにより、学校だけでなく地域

住民や保護者・行政等も当事者意識をもって子供の成長

を支えていく学校づくりを進めていくことができます。

【令和６年度 管内の児童生徒の地域行事等への参加・参画人数】

学校支援全体の約７割が「安全指導」をしめ、「環境整備」の人数が昨年度より増加している 教育課程内・外で小学校の地域行事等の参加・参画数が、多くみられる
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【たまなの教育】

＜管内の現状＞

〇統括を含めた地域学校協働活動推進員（５０名）が、管内の全小・中学校（中学校区を含む）を

カバーし、多様な地域学校協働活動が充実してきている。

＜今後の方向性＞
〇学校運営協議会等の活性化を図る。（熟議の工夫、児童生徒の参加等）。

〇「地域とともにある学校づくり」を推進するとともに、「学校を核とした地域づくり」

の視点による、児童生徒の参画と地域貢献活動の充実を図る。

４ 社会に開かれた教育課程の実現
（１）コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進について

くまもと「親の学び」講座について

〇多くの学校において、学校から地域へ、地域から学校へという双方向の取組が活性化してきている。

・地域が学校（児童生徒）を支援する活動：登下校での見守りや授業での講師、実習サポート等の学習支援、読み聞かせ等
・学校（児童生徒）が地域に参画・貢献する活動：地域の清掃活動、学習の成果を生かしたボランティアガイド、祭りやイベン

トでの発表や運営協力、伝統文化・芸能の継承等

・地元企業や施設と連携した活動：職業体験学習、環境学習、福祉体験学習、出前授業等

○保護者にとって参加体験型の学習スタイルで、子育てのコツを身近な話題から楽しく学ぶプログ

ラムです。県社会教育課作成チラシの二次元コードを読み込み、動画でも子育てを学べます。

○令和６年度の実施率は、小学校・中学校ともに１００％、就学前施設で６３％で、次世代編につい

ては３校で実施しました。



【たまなの教育】

５ その他
（１）教育の情報化

・日常的かつ効果的なＩＣＴの更なる活用を推進していく。
・学校情報化認定制度を活用し、学校が自己評価を行いながら主体的に情報化に取り
組んでいく。（令和７年２月現在：学校情報化優良校５１校（100％達成））

【今後の取組】
〇学校情報化認定の更新に向けて
認定期間が終了する学校については、再認定の申請が必要
・令和７年３月３１日に期限を迎える学校：小学校１６校 中学校６校
・令和８年３月３１日に期限を迎える学校：小学校 ３校 中学校２校
・令和９年３月３１日に期限を迎える学校：小学校１８校 中学校６校

○一人一台端末の更新支援
・基金の設置、端末の協働調達により、端末が統一された場合の対応支援

〇授業改革

・一人一台端末が導入されたことにより可能となった授業スタイル（学びの複線化）による、「個別最
適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実

・「教師主体のみの活用」から「児童生徒主体のＩＣＴ活用」の普及



【たまなの教育】

５ その他
（２）環境教育の充実

【環境教育のねらい】

〇環境から学ぶ

環境に対する豊かな感受性の育成
〇環境について学ぶ
環境に関する見方や考え方の育成

〇環境のために学ぶ
環境に働きかける実践力の育成

令和６年度 学校版環境ＩＳＯの取組について

【学校版環境ＩＳＯの取組状況】
〇家庭や地域に取組を広げている。

小学校【１００％】中学校【１００％】

熊本県環境教育指導資料「学校における環境教育の
一層の充実」（平成２４年）を参考にしつつ、環境
ＩＳＯの視点も取り入れた、学校版環境ＩＳＯの取
組がなされている。

「水俣に学ぶ肥後っ子教室」について
［令和６年度 環境教育実施状況調査より］

水俣病への正しい理解

差別や偏見を許さない
心情や態度

水俣病について学ぶ

環境問題への関心

環境保全活動への
実践意欲や態度

環境について学ぶ

項目
している

※（ ）はR５年度

どちらかといえ
ばしている

※（ ）はR５年度

自分たちの身の回りの環境をよりよくするた
めに、進んで取り組んでいる。

４６％
（４２％）

４５％
（４５％）

学校や学年、学級の中のおかしいことに気
付き、みんなが楽しく過ごすことができるよ
う行動しようとしている。

４４％
（３９％）

４７％
（４４％）

【今後の取組】

環境教育のねらいをもとに、「水俣に学ぶ肥後っ子教室」で

の学習や各学年での環境学習と、学校版環境ＩＳＯ等の日常

的な行動とをつなげる取組の工夫を

環境教育の教育計画について
［熊本県環境教育指導資料「学校における環境教育

の一層の充実」（平成２４年）より］

環境に主
体的に関
わる力の
育成を



【たまなの教育】



【たまなの教育】


